
 

“黄金の國いわて”の森づくりフォーラム開催について 
 
 
 
 
 
 
 

 
記 

１ 開催経緯 

（１）森林は、木材生産にとどまらず、水源のかん養、山地災害防止、二酸化炭素の吸収

など多くの機能を有し、県民に多大な恩恵をもたらしている。その恩恵を、我々の将

来の世代が持続的に享受できるよう、森林環境を保全することは、我々の責務と考え

ている。 

（２）県では、このような考えを具現化すべく、本県の 77％を占める豊かな森林を県民共

有の財産として将来に引き継いでいくため、平成 18 年度からの５カ年を期間として、

「いわての森林づくり県民税」を導入し、その森林環境を保全するための施策を推進

してきたところ。 

（３）今般、本制度が来年度５年目を迎えることから、現在、これまでの県民税を活用し

た取組の成果を踏まえ、今後の「いわての森林づくり県民税」のあり方について、外

部有識者等で構成する「いわての森林づくり県民税事業評価委員会」で、今年度末ま

でにその方向性を示すことができるよう、議論を重ねていただいている。 

（４）これと並行して、県民の方々を対象とした本県の森林づくりに関する県民意識アン

ケート調査の実施のほか、今後の県民税のあり方や本県の森林環境の保全について、

幅広く県民の皆さんのご意見をうかがうこととしており、今回のフォーラムもその一

環として、県民とともに考え、理解を深める機会として開催するもの。 

 

２ フォーラムの内容  

時 間 内      容 

13：30 開会      ※ 開会前 13：19 から「いわての森林づくり県民税の概要」のＤＶＤ放映

13：35 講演 県民みんなで守り育てる『いわての森林』  岩手県知事 達増拓也
～将来に引き継ぐために、今、わたしたちにできること～ 

13：55 休憩 

14：00 パネルディスカッション 

今後の森林整備・森林環境保全のあり方を考える 
■コーディネーター 
いわての森林づくり県民税事業評価委員会委員長（岩手大学農学部教授）

岡田 秀二氏 
■パネラー 

・森林インストラクター        市原 裕子氏 

・岩手日報社編集局報道部記者     及川 亜希子氏 

・釜石地方森林組合参事兼事業総括課長 高橋 幸男氏 

・遠野市長           本田 敏秋氏 

・農林業            三上 亜希子氏 

・県農林水産部林務担当技監       西村 和明 

15：30 閉会 

 岩手県では、１月 17日（日）に、いわて県民情報交流センター（アイーナ）を会場
に、“黄金の國いわて”の森づくりフォーラムを開催します。 
 このフォーラムは、平成 18年度から５カ年を期間として導入してきた「いわての森
林づくり県民税」が来年度でその実施期間の５年目を迎えることを踏まえ、これまでの

県民税を活用した取組を報告するとともに、今後の県民税のあり方や本県の森林環境の

保全について、県民の皆さんとともに考え、理解を深める機会として開催するものです。。
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◆日時　平成平成２２２２年年 １月１月１７１７日日（（日日）） １３：３０～１５：３０　（１２：３０開場）

◆会場　いわて県民情報交流センターいわて県民情報交流センター アイーナアイーナホールホール （盛岡市盛岡駅西通１-７-１）

◆内容

　　　　　　　　〔司会・会場レポーター　ＩＢＣ岩手放送アナウンサー　神山 浩樹氏〕

パネルディスカッション
　今後の森林整備・森林環境保全のあり方を考える
■コーディネーター

　いわての森林づくり県民税事業評価委員会委員長（岩手大学農学部教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田　秀二氏

■パネラー

　森林インストラクター　　　　　　　　市原　裕子氏
　岩手日報社編集局報道部記者　　　　　及川　亜希子氏
　釜石地方森林組合参事兼事業総括課長　高橋　幸男氏
　遠野市長　　　　　　　　　　　　　　本田　敏秋氏
　農林業　　　　　　　　　　　　　　　三上　亜希子氏

　県農林水産部林務担当技監　　　　　　西村　和明

14：00

閉会15：30

講演　　県民みんなで守り育てる『いわての森林』　　岩手県知事 達増拓也

～将来に引き継ぐために、今、わたしたちにできること～　　　　　　　　　　
13：35

開会　　　　　　　　　 　（開始前（13:19）から「いわての森林づくり県民税」に係るＤＶＤを放映）13：30

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容時　間

パネルディスカッション
　今後の森林整備・森林環境保全のあり方を考える
■コーディネーター

　いわての森林づくり県民税事業評価委員会委員長（岩手大学農学部教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田　秀二氏

■パネラー

　森林インストラクター　　　　　　　　市原　裕子氏
　岩手日報社編集局報道部記者　　　　　及川　亜希子氏
　釜石地方森林組合参事兼事業総括課長　高橋　幸男氏
　遠野市長　　　　　　　　　　　　　　本田　敏秋氏
　農林業　　　　　　　　　　　　　　　三上　亜希子氏

　県農林水産部林務担当技監　　　　　　西村　和明

14：00

閉会15：30

講演　　県民みんなで守り育てる『いわての森林』　　岩手県知事 達増拓也

～将来に引き継ぐために、今、わたしたちにできること～　　　　　　　　　　
13：35

開会　　　　　　　　　 　（開始前（13:19）から「いわての森林づくり県民税」に係るＤＶＤを放映）13：30

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容時　間

[申込み先及び問い合わせ先〕　県庁林業振興課振興担当（林政企画）
TEL：019-629-5776　FAX：019-629-5779　メール：AF0010@pref.iwate.jp　住所：〒020-8570（住所不要）　

　　岩手県の７７％を占める森林。この豊かな森林を県民みんなの財産として将来に引岩手県の７７％を占める森林。この豊かな森林を県民みんなの財産として将来に引
き継いでいくため、県では、平成１８年度からの５カ年を期間として「いわての森林き継いでいくため、県では、平成１８年度からの５カ年を期間として「いわての森林
づくり県民税」を導入し、森林を守りはぐくむ取組を進めてきました。づくり県民税」を導入し、森林を守りはぐくむ取組を進めてきました。
　　このフォーラムは、今般、当該施策が来年度をもってその実施期間である５年目をこのフォーラムは、今般、当該施策が来年度をもってその実施期間である５年目を
迎えることから、これまでの取組の成果を踏まえて、今後の「いわての森林づくり県迎えることから、これまでの取組の成果を踏まえて、今後の「いわての森林づくり県
民税」のあり方や本県の森林環境の保全について、皆さんとともに考え、理解を深め民税」のあり方や本県の森林環境の保全について、皆さんとともに考え、理解を深め
る機会として開催します。る機会として開催します。ぜひぜひ、ご参加ください。、ご参加ください。

◆参加申込み　《参加無料》
　　平成22年１月15日（金）までに、所要事項を連絡のうえ、郵送、電話、ＦＡＸ、電子メール等でお申込みい
　ただきます。
◆主催　岩手県、いわての森林づくり県民税事業評価委員会
◆後援（予定）　林野庁、岩手県教育委員会、岩手日報社、朝日新聞盛岡総局、毎日新聞盛岡支局、
　　読売新聞盛岡支局、河北新報社盛岡総局、産経新聞盛岡支局、日本経済新聞社盛岡支局、
　　岩手日日新聞社、デーリー東北新聞社、日本農業新聞岩手駐在、共同通信社盛岡支局、
　　時事通信社盛岡支局、盛岡タイムス社、岩手東海新聞社、東海新報社、胆江日日新聞社、
　　岩手林業新報社、ＮＨＫ盛岡放送局、ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、エフエム岩手、
　　めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、ラヂオもりおか　


